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お得な年間パスポート 

●小石川後楽園用● 

一般:１､２００円 
６５歳以上:６００円 

 好評発売中 

毎週土曜日(8 月は除く) 

１０時・１３時 
英語の庭園ガイドツ
アー(無料) 開催！ 
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ホームページ →検索

「公園へ行う！」 
見てね！ 

 

→ 検索 

せみしぐれ、緑陰に染み渡る 

 

第１００号 

 

 

 

庭師の仕事を見てみよう！ 

 

 ９月の庭園ガイ

ドは、気温によっ

て中止になる場合

があります。お問

い合わせをお願い

いたします。 

 残暑お見舞い申し上げます。 

 暦の上ではすでに秋！ですが、まだまだ厳しい残暑

が続きそうな今日このごろです。緑の深まった園内で

も、朝からセミが張り切って鳴いています。 

 そんな空気を物語るように、９月１６日(日)まで貸

出し中の和傘(日傘)も、連日、大人気。数に限りがあ

るため、時間によっては、お使いいただけないお客さ

まもいらっしゃるくらいです。 

 さて、庭園入口では、今年も変化朝顔の展示をして

います。変化朝顔は、葉っぱや花が普通の朝顔とは異

なる姿をしたもので、古くから、多くの愛好家が新し

い品種を誕生させるために情熱を傾けています。 

 “ちりちり”“くるくる”など、珍しい形の葉っぱ

や花を、お楽しみください。 

 蚊取り線香の香り、風鈴の音、変化朝顔に日除けの

和傘など、園内には夏の風物詩が満載です。 

 そして、現在、“「大江戸ハーブ物語」スタンプラ

リー”を開催中！(８月３１日(日)まで) 

 当園も含め、対象８施設の中から３施設のスタンプ

を集めた方・先着３００名様に、各施設オリジナルグ

ッズ(クリアファイル、一筆箋など)を、まとめてプレ

ゼントしています。 

 ご家族やお友達を誘って、もちろん、おひとりさま

でも、夏の思い出にスタンプを集めてみませんか？詳

しくは、チラシ、または窓口でご案内をしています。 

 日除け対策、水分補給もお忘れなく、美味しいもの

にもチカラをもらって、令和元年、素敵な夏をお過ご

しください。 

 

 
《変化朝顔「黄縮緬抱鶏足紺撫子采咲牡丹」》 

 園内の美しい景観を保つために、夏の強い日差しの中で

も庭師の仕事は続きます。７月の終わりには、“ドウダン

ツツジ”の刈込作業も進められました。 

 庭園に入ってすぐ左にある芝生地の中、涵徳亭前の植え

込み、九八屋の脇など、園内には齢を重ねて幹が太く育っ

たドウダンツツジが何株もあります。それらの株を、盆栽 

 

 

のように仕立て直し、手入れが終わったものは、根元までの姿をご覧いただけるようになりました。 

 「こんなに太くなったドウダンツツジはなかなか無いから、幹の姿も良く見えるように刈り込んでいます。ドウ

ダンツツジは、木肌も特徴的ですよ！」 

 ある日、親方が作業の手を止めて教えてくれました。九八屋の脇に植えられたその株は、とても個性的な枝ぶり

で、作業が終われば、その姿が一層引き立ちそうでした。ぜひ、探してみてください。 

 せみしぐれ溢れる園内には、ベテラン庭師たちの技も満載！です。やがて、秋も深まるころに真っ赤に色づくド

ウダンツツジの葉は、モミジとは、また違った風情があります。そんな姿が待ち遠しい夏の日です。 

おかげさまで“かわら版１００号”です！ 

 みなさまのおかげで、「小石川後楽園かわら版」は 

今号で１００号を迎えます。 

 そこで今回は、創刊に携わった当時の小石川後楽園サ

ービスセンター長・正田裕之さん(現・文化財庭園課庭園

維持係長)と、鈴木弓さん(現・旧岩崎邸庭園サービスセン

ター長)のお二人に、お話を伺いました。 

Ｑ:正田さん、『かわら版』発行のきっかけを教えて

ください。 

 正田さん A：私は、平成２３年度、サービスセンター

長として、小石川後楽園に赴任しました。 

 当時、鈴木職員と共に、次年度に開催予定の『小石川

後楽園文化財指定６０周年記念特別展 光圀の庭園とゆ

かりの木像展』の、企画立案などの仕事も行っていまし

た。その際に、「もっと、庭園のことをアピールしまし

ょう」との提案を受け、鈴木職員自らが取材・執筆を行

う『小石川後楽園かわら版』の発行が始まりました。 

 Ｑ：鈴木さん、この時の“アピール”には、どんな気

持ちが込められていたのですか？ 

 鈴木さん A：小石川後楽園を訪れるお客様が目にする

それぞれの季節の花や植物、歴史的建造物について、深

く楽しく伝え、私ども職員も愛する魅力いっぱいの後楽

園を、さらに楽しんでいただけるようにできればと考え

ていました。 

 Ｑ：正田さん、当時の思い出がございましたらお聞か

せください。 

 正田さん A：私も鈴木職員が作成したものを多くの人

に見ていただきたく、大江戸線飯田橋駅構内に配布専用

ラックの設置依頼を行うなど、『かわら版』の広報活動

に努めた記憶があります。 

 Ｑ：正田さん、それでは最後にメッセージをお願いい

たします。 

 正田さんＡ：その後、私も鈴木職員も異動になりまし

たが、執筆は別の職員に引き継がれ、初版発行から、は

や７年が経過しました。 

 『かわら版』は、小石川後楽園の職員が執筆し、庭園

の魅力を伝えていることを特徴としています。小石川後

楽園を多くの人に知ってもらうために、また、ファンの

一人として、今後も『かわら版』の発行を楽しみにして

います。 

 ※小石川後楽園のＨＰから、『かわら版』のバックナ

ンバーをご覧いただけるよう、ただいま準備中です。 

《芝生地の中のドウダンツツジ》 


